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をࡴ害した」という前科に係る事実ないしܦ験が、それࣗ体として、ඃ
ਓの̭に対する意図や感৘をਪ認させるような関係にはないからであࠂ
る。このように、同種・ྨࣅ事実による主観的要ૉの立証ないし認定の
。する必要がある౼ݕ൱は、事案͝とに個別具体的にڐ

３．఻ฉ法則

ᾇ　意義
ある証ڌが、࣍のいずれかの形式に該当する場合に、その証ڌ能力
を原則として൱定する法理（�2�Ⅰ）
ᶃެ判ظ日における供述に୅えて証ڌとされる書໘（供述୅用書໘）
ĬĿ．ަ ௨事ނを目ܸした̬が証言することに୅えて証ڌとされる、
同ਓ作成の供述書

公判ఊͰの証拠調べ

裁̬の
供述ॻ

公判ఊ֎供述の಺༰

事ނ
状گ ̬

ᶄެ判ظ日֎における他の者の供述を内容とする供述（第ࡾ者証言）
ĬĿ．ެ判ظ日֎でޠられた目ܸ者̬の供述を内容とする、༑ਓ̖
の証言

公判ఊͰの証拠調べ

裁̖
証ݴ

公判ఊ֎供述の಺༰

事ނ
状گ ̬

Īĭ．供述୅用書໘と第ࡾ者証言は、まとめて「ެ判ఊ֎における供
述を内容とする証ڌ」と表現される

c 解説の便宜から「第三者
証言」と称しているが、一
般的には「伝聞供述」と呼
ばれる
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第４編　証拠法　３　証拠能力の要件

ᾈ　఻ฉ法則のझ旨

ア　供述の有用性とݥة性
裁判所がྺ࢙的ਅ実（過去にىきた事象）を୳ٻする上で、ਓの供
述（体験ஊ）は非常に有用なࢿྉとなる
しかし、ਓの供述には、知֮・記Ա・表現・ঀ述の過程にޡりが存
在する可能性が常に付きまとう（ĬĿ．見ؒҧい・記Աҧい・意図的な
࿪ۂ・言いؒҧい）
そのため、事実認定のࢿྉとする際には、供述過程にޡりがあるか
൱かをۛຯすることが不可ܽとなる

Π　供述過程のۛຯのために本དྷ行うべき手続
供述過程のۛຯは、体験者本ਓをެ判ఊに出頭させ、そこで証言さ
せるという手ஈによって実現される
すなわち、その体験者を証ਓとしてਘ問の手続をཤむことで、⢭ِ
証ࠂࡑ知とએ੤の手続によるҖ֣（1�4、12ن�）、⢮相手方当事者に
よる反対ਘ問（��4Ⅱ、1ن��の２ᶄ）、⢯裁判所による供述ଶ度の観
りの有ແがۛຯされるޡが可能となり、これらによって供述過程の࡯

公判ఊ֎供述の಺༰

事ނ
状گ ̬

公判ఊͰの証拠調べ

裁̬
証ݴ

̬の供述過ఔのۛຯ͕Մ能

΢　供述୅用書໘や第ࡾ者証言の問題点
体験者本ਓを証ਓとしてਘ問せず、その供述書や供述࿥取書を証ڌ
とする場合、あるいは、体験者から࿩をฉいた第ࡾ者に証言させると
いう場合、体験者に対して⢭⢮⢯のようなાஔを講͡ることができず、
その供述過程についてۛຯすることが不可能となる
そして、そのような証ڌによって裁判所が事実認定を行えば、ޡ判
が生͡かͶない

ĬĿ．ަ௨事ނを目ܸした̬が作成した供述書を証ڌとする場合

公判ఊ֎供述の಺༰

事ނ
状گ ̬

公判ఊͰの証拠調べ

裁̬の
供述ॻ

̬の供述過ఔのۛຯ͸不Մ

ĬĿ．ަ௨事ނを目ܸした̬から事ނ状況を聴いた༑ਓ̖がެ判ఊに
出頭し、その内容を証言する場合

公判ఊ֎供述の಺༰

事ނ
状گ ̬

公判ఊͰの証拠調べ

裁̖
証ݴ

̬の供述過ఔのۛຯ͸不Մ

c 供述代用書面と第三者証
言は、公判廷外供述が「書
面」を介して提出されるの
か、「第三者」を介して提
出されるのかという違いし
かないといえる
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Τ　総ׅ
఻ฉ法則（�2�Ⅰ）のझ旨は、供述過程のۛຯをܦない証ڌに基づ
いてޡった事実認定が行われることを๷ࢭする点にある

ᾉ　఻ฉ法則が適用されるべき証ڌ（఻ฉ証ڌの意義）

ア　झ旨がଥ当するൣғ
�2�৚１項の文言どおりに解するならば、ެ判ఊ֎における供述を
内容とする証ڌ（供述୅用書໘と第ࡾ者証言）には、࿙れなく఻ฉ法
則が適用されるべきとも思える
しかし、「ެ判ఊ֎における供述を内容とする証ڌ」に該当しても、
原供述者（体験者）の供述過程をۛຯする必要がない場合もあり得る
そして、そのような場合は、఻ฉ法則を適用する必要もない
ĬĿ．ඃࠂਓߕがໝ૝状ଶにؕっていたことを立証するための証ڌと
して、「Ӊ஦ਓが࿩しかけてきた」との記載があるߕ作成の日記
ாが証ڌ੥ٻされた場合
ˠ同日記ாは、ެ判ఊ֎におけるߕの供述を内容とする証ڌに該当
するが、裁判所がこれに基づいてߕの精ਆ状ଶを認定する上では、
の供述過程をۛຯする必要がないと考えられるߕ
すなわち、裁判所としては、同日記ாにより、ߕが非現実的な
内容を書き記していたという事実（ʹެ判ఊ֎供述の存在）さえ
確認できれば、そこから当࣌の精ਆ状ଶをਪ認し得る。そして、
がӉ஦ਓに࿩しかけられたという事実が実際にあったか൱かߕ
（ʹެ判ఊ֎供述の内容のਅ実性）は問題とならず、ߕの供述過
程にޡりがあるか൱かをۛຯする必要がないといえる
ˀ　఻ฉ法則を適用する必要なし

公判ఊ֎供述の಺༰ 公判ఊͰの証拠調べ

裁ߕの
೔記ா

Ӊ஦人
に઀৮ ߕ

の供述過ఔのۛຯ͸不要ߕ

の供述಺༰Ͳ͓Γの事実ߕ
をೝ定するための証拠と͠
ͯ༻͍Βれる৔໘Ͱ͸な͍

それ自体をࡏの供述のଘߕ
ೝ定するための証拠とͯ͠
༻͍Βれる৔໘Ͱ͋る




